
 

 

入門期に安心して学べる教室の環境構成 

 幼児期の教育は「環境を通して行う教育」を基本としています。園では、保育者に支えられながら幼児

が自分たちの力で生活をつくっていけるように環境を構成しています。小学校教育においても、特に入門

期は児童が安心して自分の力で学校生活が送れるように教室等の環境構成を見直してみましょう。地域の

園との交流の機会を活用して、保育室にどんなコーナーを設置しているか見るのも参考になります。 

 

１ 5 歳児後半の保育室等の環境例 

① 保育室例 ※戸外では鬼ごっこや雪遊びをすることもあります。 
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② ホールと保育室の活用例 

≪ホール：動的な遊び≫           ≪保育室：静的な遊び≫ 
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 制作棚：のり、はさみ、粘土、絵の具 



 

 

２ 小学校での環境構成の工夫例 

① フリースペースを活用した環境構成（オープンスペースでもできる工夫） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 机の配置の工夫した環境構成 
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園ではグループ机で活動していました。

友達の顔が見える机の配置は、友達との

距離が縮まり、安心できます。お話を聞

くときは椅子の向きだけ変えます。 
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一日の生活が見通せる掲示をすることで、自

分たちで生活をつくっていくことができま

す。 

 

 

 


